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令和４年度 第１１回（２月）教育委員会定例会 会議録 

 

日 時：令和５年２月２１日（火）15時３0分～1７時１５分 

場 所：村民センター 小会議室 

出席者：教育長 清水 閣成 

委 員 教育長職務代理者 清水 道直 

薄田 東・出羽澤 和子・田中 博美 

事務局：清水 勝宏 教育次長  小野 祐希図書館司書 

書 記：池上 博子 以上８名 

傍聴人：なし 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

 ・新規採用予定職員の関係で、本日の会議開始時刻を送らせていただきました。 

・久保地区の「ゆいの会」が作成した地域史『くぼって』、沢尻区分館係編纂『沢尻

のあゆみ』をお預かりしています。地域の方の大事な動きと認識しています。村図

書館・学校図書館で閲覧できます。２月定例会よろしくお願いいたします。 

 

３ 報告・確認事項 

(1) 第四次南箕輪村子ども読書活動推進計画について   ＜会議資料１＞ 

※会議資料（概要版）にて小野図書館司書より説明 

・2月末から 1か月間パブリックコメントを行う予定。ご意見を寄せていただきた 

い。 

(2) 教職員の異動について  ＜会議資料２＞ 

※非公開 

 

(3) 前期入試結果について  ＜会議資料３＞ 

 ※非公開 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症について  ＜会議資料４＞ 

教育長 
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・現在の学校における新型コロナウイルス感染状況・インフルエンザ感染状況につい

て説明。 

・「卒業式におけるマスクの摂りある会に関する基本的な考え方（文科省通知）及び各

学校の卒業式のもち方について資料にて説明。 

・上伊那中体連より出されている「中学校の練習試合実施に際して（確認・お願い）」

について確認。 

・小学校におけるインフルエンザ（A 型）により１クラスが学級閉鎖の状況にあるこ

とについて説明。 

教育委員 

・特になし 

(5) 韓国ソウル市上一（サンイル）中学校（旧上一女子中学校）との交流について 

           ＜会議資料５＞ 

 教育長 

 ・前回お伝えした市上一（サンイル）中学校と南箕輪中学校との交流の具体について

説明。令和 5年 6月 1日はどうか。中学校も交流可能の受止めをしている。 

  上一中学校では、「可能であるならばホームステイ」を希望しているが。 

 教育委員 

 ・初めてのことであり、無理のない交流ができればと思う。 

・6月まで後 3か月であり、ホームステイを整えていく難しさがある。例えば、大芝

のコテージに宿泊する状況になるとすれば、お手伝い・支援は可能。 

 

(6) 児童・生徒数について ＜会議資料６＞ 

 ※会議資料にて報告 

 

(7) 事故報告    ＜会議資料７＞ 

※非公開 

 

(8) 各委員から 

・県では、大学生への給付型奨学金を検討している。自宅から離れる場合、国公立３ 

万円、私立５万円。所得制限は設けない。人数は約４０名、予算の範囲内で、成績・

家庭の状況を重ねて決めていく方向のようである。現在教育委員会で検討している
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村の方向とも関連するので、県の予算がどう決まってくるか注視したい。 

・休日の部活動の地域移行に関して、教員のやる・やらないことがぎくしゃくしない

ように、また批判が無いように願う。 

・同じ部活で、今年までは顧問が休日の指導していたが、来年度休日行わない方向も

予想される。子どもも困るだろうし、先生方も苦しいと思う。新入生は部活をどう

選択するのかも不透明。 

教育長 

・兼職兼業・部活動指導員・予算を含め、いろいろな課題・意見が出ている。企業の

力・大学生の力等々。地域によって状況の違いがある。総合型地域スポーツクラブ

を含め、課題を整理し、進めていく。今までと同様ではない形態を創っていくので、

子ども・保護者・地域・教職員の意識改革が求められると考える。 

・子どもたちにとって不利益にならない状況を大事にどう創っていくか。 

 

教育委員 

・中学校の学校評議員会で、経ヶ岳競歩の在り方について話が出た。新しいコースが

開かれ注目を集めている。今のルートが荒れてきていて怪我への対応等安全面で問

題がある。私としては、見直しの時期ではないかという考えもある。経ヶ岳競歩を

どうするか、について学校側から教育委員会に話があると思う。 

教育長 

・しっかり話をしたい。 

教育委員 

・２月１０日（金）大雪となり、村体の前・下が大変な状況となった。村体の下は、

小学校の職員の駐車場で使用されている。小学校職員による自分たちの駐車場の雪

かき・歩道橋の雪かきの必要性がある。また、村体前の駐車場は村体利用者の駐車

場であり、村体前の保護者の迎えの在り方等検討が必要ではないか。 

教育長 

・村・教育委員会の動きとして、公民館を含めできるところの雪かきはスタッフ全員

で動いたが、除雪機の利用を含め、想いを村体まで広げるべきであったと思ってい

る。 

 小学校からは後日、村体前・公民館は施設利用者のための駐車場であるので留意し

て欲しい旨の連絡があったが、線引きする難しさもある。中学生が雪かきをしてく
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れる状況もあるが、村体用に除雪機を整えることも検討課題。学校職員の雪かきは

状況に応じながら行うなど、連絡等をしっかり取る必要がある。 

教育委員 

・給食に係ることだが、子どもたちの食が細いように思う。食べる量が少ない状況が

あるように思う。 

教育長 

・栄養教諭からもソフト麵一袋食べきれない子どもが見られると聞いている。 

教育委員 

・学級の雰囲気が、「お代わりしてもいい」となっていればお代わりをする子もいる。 

 コロナ禍で会話も制限されている状況で食が進まないのでは。 

・コロナ禍でできなくている「給食試食会」を大事にしたい。 

教育長 

・３月に学校給食運営委員会があるので話題にしてみます。 

        

(9) ２月事業報告・３月事業計画について ＜会議資料８＞ 

※会議資料にて報告・確認 

 

(10) ３・４月教育委員会定例会日程について 

３月２２日（水） 15：00 村民センター 予定 

    ４月２４日（月） 15：00 村民センター 予定 

 

(11) その他 

 ※特になし 

 

４ その他 

※特になし 

 

５ 閉 会 

 

 

以上 


